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            山田耕作 
 会誌 2013年 3月号泉氏の解説は放射線の影響を本誌が議論しようとするものであり、歓
迎し著者に感謝したい。１）しかし残念なことに解説は修復機構の知見を除いて、基本的に
古い ICRPの見解をそのまま述べたもので、引用文献も古く最近の進展を反映していない。 
１．古い広島・長崎のデータによる ICRP勧告の絶対視   







人 Sv 当たり 0.5人としたがん死率も議論は残るとしつつも倍に近い１人としている。泉氏
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